
令和７年度教育事業 国立大雪青少年交流の家　

【期日】 ～

【対象者】 3歳～小学3年生の子どもがいる家族

【参加人数／募集人数】 ５家族15人 ／ 10家族30人

①スノーラフティング

②スノーシューハイキング

③雪遊び

２．プログラム内容

３．活動内容

たびうさぎファミリー～冬編～

2026/2/28 2026/2/28

１．趣旨

　家族が外遊びの楽しさと意義を体感するとともに、家族の交流の機会とします。

職員が運転するスノーモービルにけん引さ

れたスノーラフティングボードに参加者が

乗り、特設コースを走行した。参加者は、

スピード感や揺れはもちろん、冬季ならで

は景色を楽しんでいた。

スノーシューを装着し、靴で歩く感覚とは

違った雪面の感触や動物の足跡を発見する

など、小さな気づきを共有する姿が多く見

られ、自然への関心を高める機会となっ

た。

スノーソーで雪を切り出し、ブロックを積み上

げてタワーを作る活動や雪玉を投げるストラッ

クアウトの他、雪山に穴を掘ったり、滑ったり

し、子どもたちが思い思いに工夫しながら遊ぶ

姿が見られた。



４．アンケート結果

・スノーラフティングを中心に、スノーシューハイクやスノーソーを使った雪のタワーづくりなど多様

な体験を提供したことで、参加者から「とても楽しかった」「来年も参加したい」といった満足度の高

い声が多く寄せられた。

・「たびうさぎビンゴ」を実施し、ビンゴのマスにはスノーラフティングやスノーシューハイキングの

活動の他、活動の合間に自然探索や家族写真の撮影など、楽しめる工夫をした。冬の自然に目を向ける

項目として設定した、「動物の足跡を見つける」では、足跡を発見した子どもを中心に、参加者同士の

コミュニケーションを促すことができた。

・雪のタワーづくりでは、雪の切り出しや運搬、積み上げなどを協力して行う中で、子どもたちの創造

性や役割分担の力が育まれた。試行錯誤しながら完成を目指す過程が、達成感や共同作業の喜びにつな

がった。

0

質問：事業全体に対しての満足度をお答えください。（家族）

５．参加者の声
・雪遊びがたくさんできて楽しかったです。企画してくださりありがとうございました！

・なかなか外で遊ぶことが少ないので良い機会になりました。ありがとうございました。

・来年度もぜひ参加したいです。宿泊（1泊２日）だとよりゆっくり楽しめるのでいいなと思いま

す。

・ラフティングはもちろん、スノーソーやスコップで雪遊びを楽しんでいました。

・スノーラフティングが楽しかったです！

６．事業の成果

たいへん満足 やや満足 やや不満 たいへん不満

4 1 0


